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1 会社概要
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会社名 株式会社ABEJA

本店所在地 東京都港区三田一丁目1番14号

設立 2012年９月10日（決算期：８月）

事業内容

デジタルプラットフォーム事業
・ミッションクリティカル業務へのAI導入支援
・基盤システムとなるABEJA Platformの開発・

導入・運用

代表者
代表取締役CEO 岡田 陽介
代表取締役COO 小間 基裕

資本金 916百万円

従業員数 133人

株主構成（2025年8月末現在）

SOMPO Light Vortex株式会社 17.3％

岡田 陽介 13.1％

ヒューリック株式会社 4.4％

株式会社インスパイア・インベストメント 2.9％

外木 直樹 2.5％

小間 基裕 1.5％

BANK JULIUS BAER AND CO. LTD. SINGAPORE CLIENTS 1.1％

ＴＢＳイノベーション・パートナーズ２号投資事業組合 1.1％

藤井 衛 1.0％

杉山 央 1.0％

会社概要（2025年11月末現在）

※所有株式数の割合については小数点第二位を四捨五入



企業理念、ミッション、ビジョン

企業理念

「ゆたかな世界を、実装する」

ミッション

「テクノロジーの力で産業構造を変革する」

ビジョン

「イノベーションで世界を変える」
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Technology Liberal ArtsSociety Culture

テクノロジーでイノベーショ

ンを実現してインパクトのあ

る社会貢献をする姿勢

両者の円環を推進する原動力

リベラルアーツで自

らの行為を問い続け

る姿勢

Entrepreneurship

“Technopreneurship”

テクノプレナーシップ

“Technopreneurship”

当社は「テクノプレナーシップ」を行動精神としております。

テクノプレナーシップとは、進化するテクノロジーを用いて（Technology）、

どのような社会を実現していくかを問い続ける姿勢（Liberal Arts）、

そしてこの円環を推進する力（Entrepreneurship）の造語となります。
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デジタルプラットフォーム事業

ABEJA Platformを核に事業展開しており、 導入支援と周辺サービスの提供を行う「トランスフォーメーション領域」と、

その後の「人とAIの協調」による運用を行う「オペレーション領域」に分割しております。

ミッションクリティカル業務における堅牢で安定した基盤システムとアプリケーション群

生成AIをはじめとする最先端技術による運用を人とAIの協調により実装可能

2つの領域の
連携で

実装を推進

ストック収益

個別顧客のニーズに対応した
ABEJA Platform導入支援と

その周辺サービス提供

● コンサルティング

● ビジネスプロセスにABEJA Platform
を導入

● 人材育成支援 など

個別顧客のニーズに対応した
ABEJA Platform上で

人とAIの協調による運用

● プラント設備の腐食検知

● 損害保険のアンダーライティング

● オフィスの施錠管理

● 医療・介護システム など

トランスフォーメーション領域

フロー収益

オペレーション領域

仕組みづくり
構築

運用
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ABEJAの事業を製造業に例えると・・・・ EMS（Electronics Manufacturing Service）に近い形態

デジタル版EMS：顧客はABEJA Platform上で要望に応じた製造ラインを構築し、そのラインを使って製造を行う

ABEJAのビジネスモデル

製造する製品を把握し設計図を描く 要望に応じた製造ラインを構築 製造ラインを使用して製造

トランスフォーメーション領域 オペレーション領域

用意されたパーツを
組み合わせる

オペレーションイメージ図

製造ライン改善

新たな課題への対応

コンサルティング
ABEJA Platform上で

ビジネスプロセスを構築
ABEJA Platform上で
オペレーション開始

顧客のニーズを具現化するための
設計書とオペレーションを作成

顧客と協働で設計書に応じてパーツを
組み合わせ製造ラインを構築

当社と顧客が協働で製品を製造し、
継続して改善活動を実施製

造
業

に
例

え
る

と

当
社

の
ビ

ジ
ネ

ス
で

実
際

に
行

う
業

務

KAIZEN
方針の
検討

KAIZEN

外部と
の連携

KAIZEN担当者 工場長

精度向上

高度化

外部と
の連携

意思
決定

確認
確認

指示 情報

KAIZEN担当者 工場長

連携して構築
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２ 2026年8月期 第1四半期 業績ハイライト
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エグゼクティブ・サマリー

2026年8月期
第1四半期 業績

⚫ 売上高 1,198百万円、売上総利益 704百万円、営業利益 219百万円

⚫ 売上総利益率 58.8％、営業利益率 18.3％

⚫ 前年同期比 売上高+55.9％、営業利益＋131.8％

⚫ 通期業績予想に対する今期1Q進捗率は売上高 27.2％、営業利益 43.9％

事業の状況

⚫ 出版業界×AIでの新規事業創出に向け、富士山マガジンサービスと共同事業の検討を開始

推進体制強化を目的に同社株式9.32％を取得 ※自己株式を除く発行済株式総数に対する割合

⚫ NEDO公募のGENIAC第三期進行中（～2026年2月予定）

⚫ NEDO公募の医療LLM事業進行中（～2026年3月予定）

⚫ AIロボティクス事業進行中（～2029年8月予定）

業績の状況

⚫ 半導体・データセンター整備を追い風にAIは導入から継続運用へ移行

⚫ ABEJA Platformが運用ハブとして企業のデータ・業務を統合し、LLMをはじめとするAIを

安全・継続的に業務・現場へ展開。これにより、関連需要を取り込み、増収増益の成長を継続

⚫ 売上高、営業利益ともに四半期ベースで過去最高を更新

⚫ 売上総利益率は前年同期比を下回るものの、戦略的案件への取り組みによるもので想定内

⚫ 販管費の伸びは売上高の伸びを下回り、営業利益も増加
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コンピューティング
リソース

生成AIを組み込んだ
ハードウェア

データセンター設備

GPU/AI
アクセラレータ

CPU

半導体受託製造

LLMモデル

顧客サポート・
CRM

ロボティクス

エッジAIデバイス

ロボティクス・
自動運転

電力

クラウドサービス
プロバイダー

半導体

スマートデバイス

素材

シリコンウェーハ

フォトレジスト

製造装置

特殊ガス

フォトリソ
グラフィ装置

検査装置

AIバリューチェーン

半導体・データセンター・
クラウド/オンプレミス

業務・現場でのAI活用

AI活用の運用基盤＝ABEJA Platform

LLM、フィジカルAI等

オンプレミス

※上記イメージ図ではAIバリューチェーンの構成要素の一部を記載しております

Platformを提供

生成AIを組み込んだ
サービス（ソフトウェア）

AIバリューチェーンとABEJA

社会インフラとしてのハブを担う

⚫ 投資拡大によりAI活用の環境が整うほど、

ハブを担う当社への需要も増える構図

✓ 半導体 → データセンター → クラウド・

オンプレミスの基盤整備が進む中、AIは「導

入」から「継続運用」の段階へ移行

✓ ABEJA Platformが企業のデータ・業務を束

ね、LLMをはじめとするAIを安全・継続的

に業務・現場へ展開する運用基盤として機能

✓ これにより、計算基盤から業務・現場まで

（AIバリューチェーン）が連鎖し、ビジネス

シーンでのAI活用が一段と加速

✓ 自動車産業で言えば、半導体や計算資源はエ

ンジン・車体に相当し、ABEJAは信号機・

交通管制のように、現実の運用を成立させ最

適化するインフラを担う

✓ 事業領域はデジタル空間に加え、リアル空間

（フィールドオペレーション）へ拡張
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2025年8月期 2025年8月期 2026年8月期 増減率 増減額

(単位：百万円） 1Q 4Q 1Q 前期1Q比 前期4Q比 前期1Q比 前期4Q比

売上高 768 892 1,198 55.9% 34.3% 429 306

売上総利益 486 550 704 44.8% 28.0% 218 154

売上総利益率 63.3% 61.7% 58.8% ー ー -4.5pt -2.9pt

販管費 392 504 485 23.8% -3.7% 93 -18

営業利益 94 46 219 131.8% 373.5% 124 172

営業利益率 12.3% 5.2% 18.3% ー ー 6.0pt 13.1pt

従業員数 122人 133人 133人 9.0% 0.0% 11人 0人

2026年8月期 第1四半期の業績
（前期1Q、前期4Qとの比較）

今期1Qも順調なスタート

⚫ 売上高 前年同期比＋55.9％

✓ LLM案件を主軸（構成割合約80%）に

売上高成長を実現、四半期ベースで過去最高

⚫ 売上総利益

✓ 今期1Qの売上総利益率は、戦略的案件への取り

組みとリソース増強を主因に、60％を下回って

いるが想定内

✓ 粗利率は取り組み案件の構成に左右されるため、

今後も四半期ごとに一定の変動が見込まれる

⚫ 販管費、営業利益

✓ 営業利益は四半期ベースで過去最高。売上総利

益率は低下したものの、成長に対して販管費を

コントロールできたことが主因

✓ 今期1Qの販管費は、前期4Q比で▲18百万円とな

り、増収効果が営業利益に寄与
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(単位：百万円） 実績 対売上高
通期

業績予想
進捗率

売上高 1,198 100.0% 4,400 27.2%

売上総利益 704 58.8% ー ー

販管費 485 40.5% ー ー

営業利益 219 18.3% 500 43.9%

経常利益 219 18.3% 498 44.0%

当期純利益 182 15.2% 439 41.5%

2026年8月期 1Q 2026年8月期

2026年8月期 第1四半期の業績
（業績予想に対する進捗）

今期2Qもポジティブなトレンドを見込む

⚫ 売上高

✓ 通期業績予想に対する進捗率は27.2％

✓ 通期業績予想の売上高成長率22.7％(※)に対し

て、今期1Qは前年同期比+55.9％と順調

⚫ 営業利益

✓ 通期業績予想に対する進捗率は43.9%

(※)通期業績予想の売上高成長率

業績予想4,400百万円÷2025年8月期3,585百

万円-1＝成長率22.7%
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各四半期の業績進捗率

19.5%

23.6%

21.2%

21.4%

43.9%

27.2%

50.1%

27.9%

43.8%

29.0%

-3.7%

22.4%

24.6%

24.7%

34.0%

26.1%

10.4%

24.9%

-10% 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 110%

営業利益

売上高

営業利益

売上高

営業利益

売上高

2
0

2
4
年

8
月

期
2

0
2

5
年

8
月

期
2

0
2

6
年

8
月

期

1Q 2Q 3Q 4Q

4,400百万円

通期業績予想

500百万円

通期業績予想

3,585百万円

実績

445百万円

実績

2,766百万円

実績

290百万円

実績

⚫ 売上高

✓ 今期1Qの進捗率は27.2％

✓ 過去2期の1Q構成比（23.6％／21.4％）を上

回る水準で、当社想定をやや上回る進捗

⚫ 営業利益

✓ 今期1Qの進捗率は43.9％

✓ 過去2期の1Q構成比（19.5％／21.2％）を大

きく上回り、当社想定も上回る水準

✓ 主因は売上成長に対して販管費の増加を抑

制できたこと

⚫ 見通し

✓ 今期2Qもポジティブなトレンドを見込むが、

通期進捗を引き続き見極めるため、現時点

では業績予想の修正は行わない
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-4.3% 6.4%
-10.4%

6.8% 17.7%
34.7% 42.6%

23.8%
55.9%

前年同四半期比

653

771

620

720
768

1,039

885 892

1,198

481
589

465
567 580

839

683 642

922

171

181

155

153
188

199

201 249

275

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1Q

(9－11月)

2Q

(12－2月)

3Q

(3－5月)

4Q

(6－8月)

1Q

(9－11月)

2Q

(12－2月)

3Q

(3－5月)

4Q

(6－8月)

1Q

(9－11月)

2024年8月期 2025年8月期 2026年8月期

トランスフォーメーション領域 オペレーション領域

売上高の推移

売上高
⚫ 今期1Qは前年同期比＋55.9％

四半期ベースで過去最高

✓ 四半期ごとの変動はあるものの、前年同期

比で継続的な成長を実現

✓ トランスフォーメーション領域（仕組みづ

くり・構築フェーズ）

案件スケジュールの影響で四半期単位では

変動があるものの、前年同四半期比では成

長基調

✓ オペレーション領域

運用・保守の他、長期のAI導入支援案件の

積み上げにより増加基調

✓ 売上高構成割合（今期1Q）

トランスフォーメーション領域 77.0％

オペレーション領域 23.0％

✓ LLM案件

売上高に占める割合は、24/8期20%超、

25/8期50％超、今期1Qは約80%に迫る

（百万円）
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56

145

-10

98 94

195

109

46

219

-100

0

100

200

300

1Q

(9－11月)

2Q

(12－2月)

3Q

(3－5月)

4Q

(6－8月)

1Q

(9－11月)

2Q

(12－2月)

3Q

(3－5月)

4Q

(6－8月)

1Q

(9－11月)

2024年8月期 2025年8月期 2026年8月期

営業利益の推移

営業利益

⚫ 今期1Qは大幅な増益

四半期ベースで過去最高

✓ 営業利益の増減要因については、次頁を参照

+124百万円

（百万円）

+172百万円
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-151

19
30 1

-2 -29

219

46

306

2025年8月期

4Q（単独）

営業利益

増収/減収 原価増減 販管人件費

増減

採用教育費

増減

販管業務

委託料

増減

販管システム

利用料

増減

その他販管費

増減

2026年8月期

1Q（単独）

営業利益

0 

100 

200 

300 

400 

500 

94 -19 -14
219

429

-211 -17 -4 -35

2025年8期

1Q

営業利益

増収/減収 原価増減 販管人件費

増減

採用教育費

増減

販管業務

委託料

増減

販管システム

利用料

増減

その他販管費

増減

2026年8期

1Q

営業利益

0

200

400

600

営業利益の増減要因

⚫ 前期1Qとの比較

✓ 差異+124百万円の内訳は、売上総利益まで

+218百万円、販管費▲93百万円

✓ 売上総利益増が販管費増を吸収し順調

⚫ 前期4Q（単独）との比較

✓ 差異+172百万円の内訳は、売上総利益まで

+154百万円、販管費+18百万円

✓ 売上総利益までの差異+154百万円は、エンタ

ープライズ案件の増加と戦略的案件の取り組み

により、一段高い成長を実現

✓ 今期1Qの販管人件費と前期4Qの差分の主因は、

前期4Qに業績賞与を計上した影響

✓ その他販管費▲29百万円の主因は、GENIAC3

期のプロジェクト進捗に伴う研究開発費増加で

あり、想定内で着地

（百万円）

前期1Qとの比較

+124百万円

+218百万円 ▲93百万円

前期4Q（単独）との比較

+172百万円

+154百万円 +18百万円
（百万円）
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(単位：百万円） 売上高 販管費 販管費率

今期1Q 1,198 485 41%

前期1Q 768 392 51%

前期1Q比 +55.9% +23.8% -11pt

前期4Q 892 504 57%

前期4Q比 +34.3% -3.7% -16pt

33% 36% 32% 33% 32%
38% 37% 39% 36% 38% 41%

56% 56%

49%

68%

54%
50% 51% 42% 51%

57%
41%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

通期 1Q

(9－11月)

2Q

(12－2月)

3Q

(3－5月)

4Q

(6－8月)

通期 1Q

(9－11月)

2Q

(12－2月)

3Q

(3－5月)

4Q

(6－8月)

1Q

(9－11月)

2024年8月期 2025年8月期 2026年8月期

売上原価 販管費

コスト構造：売上原価、販管費

⚫ 売上原価率

✓ 今期1Qは41％で着地するも、全体としてコ

ントロールできている状況

✓ 売上構成や案件のフェーズに起因して四半

期単位では変動する見込み

⚫ 販管費率

✓ 前期1Q、前期4Q比で、今期1Qの販管費率が

低下したのは、売上規模の拡大に加え、販

管費の伸びが売上成長を下回ったため

✓ 販管費内訳については、次頁参照

費用項目の内訳（対売上高比率）
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0
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600

1Q

(9－11月)

2Q

(12－2月)

3Q

(3－5月)

4Q

(6－8月)

1Q

(9－11月)

2Q

(12－2月)

3Q

(3－5月)

4Q

(6－8月)

1Q

(9－11月)

2024年8月期 2025年8月期 2026年8月期

販管人件費 採用教育費 販管業務委託料 システム利用料 その他

コスト構造：販管費

⚫ 販管人件費・採用費

✓ 今期1Q末の従業員数は、133人

前期1Q末比+11人、前期4Q末比±0人

✓ 今期1Q販管人件費と前期4Qの主な差分は、

前期4Qに業績賞与を計上した影響によるもの

✓ 採用は概ね計画通り進捗

✓ 退職の影響で純増は±0人となったが、定着

に向けた施策を推進しており、採用と活躍

（定着）の両面から組織を強化し、持続的な

成長を目指す

⚫ 販管業務委託料、システム利用料、その他

✓ 想定の範囲内で着地

（百万円）

販管費の推移
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132 133 133
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2023年8月期 2024年8月期 2025年8月期 2026年8月期

(人)

営業・コンサルタント 27 26% 32 26% 39 29%

プロジェクトマネージャー 23 22% 32 26% 22 17%

データサイエンティスト 17 17% 16 13% 19 14%

エンジニア 19 18% 24 19% 27 20%

バックオフィス 17 17% 21 17% 26 20%

計 103 100% 125 100% 133 100%

2023年8月期 2024年8月期 2025年8月期

従業員の推移

従業員の推移
（人）

⚫ 今期1Q末の従業員数は133人

（前期末比±0人）

⚫ 今期の採用は概ね計画線上で推移するも、

退職増により従業員数は横ばい

※（ ）内の％は構成割合

2025年8月末

133人

営業・コンサルタント

39人（29%）

プロジェクトマネージャー

22人（17%）データサイエンティスト

19人（14%）

バックオフィス

26人（20％）

エンジニア

27人（20％）

従業員の内訳

（ご参考） 内訳推移

※ 2025年8月期より、役割・体制見直しに伴いプロジェクト
マネージャーの一部を営業・コンサルとして集計。業務実
態の変更による区分見直しのため、過年度の修正はなし。
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2025年8月期 2026年8月期

（百万円） 期末実績 構成比 1Q末実績 構成比 増減

流動資産 5,104 96% 5,049 96% -54

現金及び預金 4,586 86% 4,257 81% -328

売掛金及び契約資産 463 9% 643 12% 180

仕掛品 12 0% 22 0% 9

その他 42 1% 125 2% 83

固定資産 213 4% 212 4% -1

繰延税金資産 162 3% 162 3% 0

その他 50 1% 49 1% -1

資産 合計 5,318 100% 5,261 100% -56

流動負債 846 16% 566 11% -279

買掛金・未払金 160 3% 174 3% 14

賞与引当金 209 4% 71 1% -137

その他 476 9% 321 6% -155

負債 合計 846 16% 566 11% -279

純資産 合計 4,471 84% 4,694 89% 223

負債及び純資産 合計 5,318 100% 5,261 100% -56

貸借対照表

⚫ 簿外として、2025年8月末時点で税務上

の繰越欠損金は3,697百万円
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1Q（9－11月） 2Q（12－2月） 3Q（3－5月） 4Q（6－8月） 1Q（9－11月） 2Q（12－2月） 3Q（3－5月） 4Q（6－8月） 1Q（9－11月）

（百万円） 実績 構成比 実績 構成比 実績 構成比 実績 構成比 実績 構成比 実績 構成比 実績 構成比 実績 構成比 実績 構成比

売上高 653 100.0% 771 100.0% 620 100.0% 720 100.0% 768 100.0% 1,039 100.0% 885 100.0% 892 100.0% 1,198 100.0%

トランスフォーメーション領域 481 73.8% 589 76.4% 465 75.0% 567 78.7% 580 75.5% 839 80.8% 683 77.2% 642 72.0% 922 77.0%

オペレーション領域 171 26.2% 181 23.6% 155 25.0% 153 21.3% 188 24.5% 199 19.2% 201 22.8% 249 28.0% 275 23.0%

売上原価 233 35.8% 250 32.4% 207 33.5% 230 31.9% 281 36.7% 405 39.0% 320 36.2% 341 38.3% 493 41.2%

売上総利益 419 64.2% 521 67.6% 412 66.5% 490 68.1% 486 63.3% 634 61.0% 564 63.8% 550 61.7% 704 58.8%

販管費 362 55.5% 375 48.7% 423 68.3% 391 54.4% 392 51.0% 438 42.2% 455 51.4% 504 56.5% 485 40.5%

販管人件費 215 33.0% 224 29.0% 267 43.2% 242 33.6% 255 33.2% 284 27.4% 285 32.3% 292 32.8% 273 22.8%

採用教育費 34 5.3% 41 5.3% 45 7.3% 42 5.9% 21 2.8% 15 1.5% 34 3.9% 71 8.0% 41 3.5%

販管業務委託料 49 7.6% 38 5.0% 37 6.1% 35 5.0% 27 3.6% 33 3.2% 41 4.7% 43 4.9% 42 3.6%

システム利用料 13 2.1% 13 1.7% 14 2.4% 16 2.3% 18 2.4% 17 1.7% 18 2.1% 20 2.3% 23 2.0%

その他 49 7.5% 58 7.6% 58 9.3% 54 7.6% 68 8.9% 87 8.4% 75 8.5% 74 8.4% 104 8.7%

営業利益 56 8.7% 145 18.9% -10 -1.7% 98 13.7% 94 12.3% 195 18.8% 109 12.4% 46 5.2% 219 18.3%

経常利益 56 8.7% 145 18.8% -14 -2.3% 98 13.7% 94 12.3% 197 19.0% 109 12.4% 49 5.6% 219 18.3%

当期純利益 47 7.3% 122 15.9% -17 -2.8% 65 9.1% 85 11.1% 158 15.3% 109 12.3% 94 10.6% 182 15.2%

2024年8月期 2025年8月期 2026年8月期

業績推移データ
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富士山マガジンサービス
と共同事業の検討開始

⚫ 出版業界×AIで新規事業創出へ、具体的

検討を開始

⚫ 同時に、共同事業検討の推進体制強化を

目的に、富士山マガジンサービス株式

9.32%を取得※（売主：Catalyst・

Data・Partners）

※自己株式を除く発行済株式総数に対する割合

⚫ 所在地：東京都渋谷区南平台町16-11

⚫ 設 立：2002年7月12日

⚫ 代 表：代表取締役会長 西野 伸一郎

代表取締役社長 神谷 アントニオ

⚫ 事 業：

定期購読誌を中心とした雑誌販売、梱包・配送、顧

客管理、カスタマーサポート、コンサルティング等

富士山マガジンサービスの概要

専門性の高い雑誌情報のデータベース化、

それを用いたプラットフォーム的な機能やサービスの構築を視野に事業化検討

AI領域におけるノウハウ、

デジタルビジネスの立ち上げやAI導入支援の実績

日本最大級のオンライン書店の運営、

良質なコンテンツ資産を多数所有

取組背景

検討概要：2026年中の最終合意を目指し協議

生成AIの急速な普及に伴い、著作権

を含む権利処理の在り方は国際的な

関心事項

(EUのAI Act、OECD広島AIプロセス等)

出版物には、テキスト化が十分とは

言えない領域が残り、AIの利活用に

課題

AI学習データの公正・円滑流通に向け、出版物コ

ンテンツの使用許諾に係る認証プロセスの確立と、

利用状況管理を含む仲介業務の事業化を検討

01
権利者合意の下、業界専門誌等の信頼性の高いコン

テンツデータで小規模言語モデルを構築し、事業化

を検討

小規模言語モデル（SLM）の事業化 02 AI学習データ認証の事業化

生成AIの学習・出力を巡る法的議

論・訴訟も増加しており、現下は生

成AIの発展と社会的受容を左右する

分岐点

「AI技術」×「出版社ネットワーク、専門コンテンツ資産」により、

テキストデータベースの構築と権利クリアランスの前進を目指し、共同事業検討を開始
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排泄ケア業務のDXを推進し、情報入力の負担軽減と蓄積データの利活用の実現を目指し、

介護現場で最も負担の大きい業務の一つである排泄ケアを支援

事業の状況

⚫ SOMOケアのマニュアル、介護事例、関連

文献に加え、現場調査やインタビューを通

じて言語化が難しい暗黙知も反映すること

で、経験豊かなベテラン職員のように思考

するサービスの開発を実現

SOMPOグループが提供する

新たな介護特化型生成AIソリューション

の機能構築を支援

AI領域におけるノウハウ、

デジタルビジネスの立ち上げや

DX推進支援の実績

損害保険会社、生命保険会社その他の

保険業を営むグループ会社の経営管理

SOMPOホールディングス

服薬情報 既往歴 日常生活動作
排泄に関する

情報

サービス利用者の基本情報

人が最終的な
判断を行う

具体的な対策を
複数提案

教えて！
排泄ケア

経験が暗黙知に
なっていて

判断しにくい

介護特化型生成AI
ソリューション

「教えて！KAiGO」
第一弾

入力作業の
効率化

？？
！

After

「Human in the Loop」

Before
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Appendix

成長戦略
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ABEJAの考える技術予想と取組状況

⚫ 技術予想（2024年10月決算説明会資料）

について、技術進化の加速は見られるも

のの、全体として当社の見立てに大きな

変更はない

⚫ これを踏まえ、LLM関連の研究開発やユ

ースケース創出、 AIロボティクスに関す

る取り組みを着実に推進

計算チップの
発展

AIの発展

アプリケーションの発展

現在実用化され
利益を生んでいる技術

現在実用化されている
が利益を生む道が

模索されている技術

現在

⚫検索エンジン

CPUの利用
⚫ GPUの利用

⚫探索アルゴリズム
⚫ DeepLearning

⚫画像認識

⚫ ASICの利用

⚫ LLM

⚫高度な文章生成

プログラミング
コード生成

⚫

⚫

研究・論文作成

高度なAgent機能

⚫M-LLM

⚫ Level5
自動運転

⚫ AIロボティクス

⚫工場自動操縦
⚫量子ニューラル

ネットワーク

⚫ LLM + SLM

⚫M-LLM + world model

⚫ QPUの利用

時間
※ASICとは特定用途向け集積回路であり、
近年ではLLMより効率的・高速に学習・
推論するためのASICが開発されている。

※QPUとは量子プロセッシング
ユニットであり、量子コンピュ
ーターの中核となる演算装置で
ある。量子コンピュータが実現
されると計算速度がより高速に
なり、かつ消費電力も抑えられ
ると言われている。

※従来のチップではでき
ないQPUに特化したアル
ゴリズムが研究されてい
る。

※world modelとはAIシステムが環境を理解しシ
ミュレートするモデル。M-LLMがworld model
を獲得することで、より深い理解が行われ、
LLMの推論能力がより汎用的になる。

※マルチモーダルLLM。
画像や音声など言語以
外のデータを扱える
LLM。

⚫

⚫

実現できること

⚫低コスト・高性
能のAIモデル

2025年8月期
取組状況

• GENIAC NEDO第二期：高精度な小型LLM構築、精度↑＋コスト↓

• 医療LLM等のプロジェクトへの参画

• エンタープライズ企業とのLLMユースケース創出

• GENIAC NEDO第三期：長文対応LLM×AIエージェント

• ABEJA Platformにロボティクスの構成技術を搭載

• 一般社団法人AIロボット協会（AIRoA）への加入

• NEDO： AIロボティクス事業に参画（2025年9月リリース）

LLM関連

AIロボティクス

現在実用化に向けて
研究開発がなされている技術
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当社の技術領域別、売上高成長イメージ

⚫ ディープラーニング領域（LLM以外、認識・予測）

✓ 画像・音声・時系列などの大量データから高

速・高精度に認識・予測を行い、物体検出・

音声認識・需要予測・推奨などの中核を担う

✓ 大規模AIシステムでは「目・耳」の役割

⚫ LLM、AIエージェント領域

✓ LLMは社内ナレッジやディープラーニング

の推論結果を要約・説明し、意思決定を支援

する「口」の役割

✓ 大規模AIシステムでは、ディープラーニング

と連携し、AIエージェントが人と協調して業

務全体の進行を統括する「指揮役」の役割

⚫ AIロボティクス領域

✓ デジタル側の意思決定をリアル空間での行動

として実行（デジタルとリアルの統合）

商用提供
開始

研究開発
開始

GENIAC
に採択

LLM案件が
売上高50%超

ロボティクス
事業に参画

ABEJA Platform
正式リリース

AIロボティクス

LLM 
AIエージェント

ディープ
ラーニング※

研究開発
開始

MLOps
基本機能
の完成

研究開発
開始

ABEJAの
売上高

アップサイド

ベースライン

AIロボティクス

LLM 
AIエージェント

ディープラーニング
(LLM以外、認識・予測)

※LLM以外、認識・予測

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

AIRoA加入

現在
2018年
12月

2023年
3月

2012年
10月

• AIがデジタル空間と

リアル空間を一気通

貫で主導

• LLM・AIエージェン

トが他領域を牽引

• この多層ポートフォ

リオにより、ミッシ

ョンクリティカル業

務へのAI導入を加速
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ABEJAが描く未来像

⚫ 個別最適化の限界と全体最適化ニーズ

✓ DX推進の名のもと、個別SaaS・システムが

乱立し、ツールの行き来、属人化、情報サ

イロ化が生産性の阻害要因に

✓ いま求められるのは、個別タスクの効率化

を超え、全社の業務プロセスを再整備する

全体最適化へのシフト

✓ 「SaaS is Dead」がついに始まる

⚫ SaaS is Dead が加速

AIを中核に据えたプラットフォームへ

－すべての業務が自動化する－

✓ ABEJA Platformを中核に、業務データの集

約・統合からAI運用までを一元管理・実行

✓ 業務はAI主導となり、人同士の調整から、AI

同士の連携に置き換わり、生産性は大幅に

向上

✓ 人は必要な場面で介在、創造業務等に集中

✓ AIは便利ツールから、自律的に働くパートナ

ーへと進化

今後（未来像）
ABEJA Platformが実現する未来

AIが主担当となり人がサポート

人は必要に応じて
プロセス業務に介在

(Human in the Loop)

人は組織として

サポート

人が主担当で業務を進行

業務やタスクごとに
複数のSaaS、社内システムを
個別に立ち上げて業務を遂行

これまで
実際に起きている状況

SaaS SaaS

社内
システム

社内
システム

社内
システム

デジタル空間上の
自動化

リアル空間上の
自動化

SaaS

打ち合わせ 調整

システムや人がボトルネックになり

生産効率が向上しない

AIが主となり業務を進行することで

生産効率が爆発的に向上する

ABEJA Platform上で、業務データの集約・
統合からAI運用までを一元管理・実行

AIが主担当

AIエージェント
：指揮役

AI同士が会話し進めることで
処理速度があがる
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78％ 95％ 42％80％N/A

生成AIの活用方針が定まっている割合※

出典：総務省 令和6年情報通信白書

※「積極的に活用する方針である」、「活用する領域を限定して利用する方針である」の合計割合

アメリカ 中国 イギリス ドイツ 日本

生成AIが、業務プロセスの一部として正式に組み込まれている割合

出典：PwC Japanグループ 調査/レポート

生成AIに関する実態調査2025 春 5カ国比較-進まない変革 グローバル比較から読み解く日本企業の活路（2025年6月23日）

61％ 60％ 24％33％53％

アメリカ 中国 イギリス ドイツ 日本

生成AIの活用状況（現在地）

⚫ 生成AI活用の重心が「業務の中核」へ移行

⚫ 海外

✓ 主要国では、方針整備のもとで生成AI（特に

LLM）の活用が、「単発業務や個人利用」

から、「業務の中核」へと移行し始めている

⚫ 日本

✓ 日本は相対的に遅れているものの、「中核業

務でのLLM活用」という声が確実に増えて

いる

✓ 環境整備が進むことで、拡大余地は大きい

⚫ 日本市場の今後の拡大余地は大きい

⚫ 当社はミッションクリティカル業務に対し、業務構造を単位としてAI導入を推進

⚫ 中核業務でのLLM活用が進む拡大局面では、これまでの蓄積が一層の競争優位に
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ABEJAの生成AI時代の注力領域

⚫ LLM中核化への当社の対応

✓ 当社は従来からミッションクリティカル業

務へのAI導入を掲げており、生成AI活用の

中核化が進む潮流は追い風

✓ ミッションクリティカル業務では、高いセ

キュリティや信頼性、専門的な業務知識へ

の対応が求められ、クラウド型の汎用LLM

の利用には制約が生じやすい。また、デー

タの性質上、処理を自社環境内で完結させ

たいニーズも大きい

✓ 当社はすでに高精度・低コストの小型LLM

を構築済みで、自社環境内での導入という

選択肢を提供可能

✓ また、経済産業省GENIACのNEDOプロジェ

クト第三期では、これを発展させ、ロング

コンテキスト処理に優れ、ローカル環境で

動作可能なLLMの開発と、それに基づくAI

エージェントの構築を進めている

超大規模基盤モデル

データ
生成・収集

データ加工HITL

基盤モデル単体のサイ
ズやモデル等に関わら
ず、社会実装に必要な
周辺領域を、大企業向
けに提供するマーケッ
トを戦略的に狙う

超大規模基盤モデルの
ROIを上回る、特定タ
スクに特化したコスト
パフォーマンスの高い
大規模・中規模基盤モ
デルを、大企業向けに
提供するマーケットを
戦略的に狙う

大規模分散
GPUクラスタ

AI
エージェント

・・・

ガードレール
フィルタ

不適切発言
除外

RAG

周
辺
領
域

基
盤
モ
デ
ル

最注力
領域

注力
領域

APIによる連携

大規模・中規模基盤モデル

ABEJA LLM

匿名加工
UI/UX

ビルダー
・・・

Llama

Gemma

Mistral
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AIロボティクスの景色
AIの活用範囲はリアル空間にも広がる

（※）出所：国立社会保障・人口問題研究所
「日本の将来推計人口」（2023年8月31日）

⚫ ビジネスモデルの変化

✓ 自動車やインターネットの革新と同様に、産

業構造と役割は再編され、業務の主体は人か

らAIに移行していく

✓ 2025～40年にかけて日本の労働人口は約

1,100万人減少する見込み(※)。とりわけ現

場では労働供給の構造的縮小が導入を後押し

し、AIロボティクスはフィジカル作業の人手

不足の有力な解決策の一つになる

⚫ AIロボティクスの浸透（イメージ）

✓ 浸透は特定業務から大企業中心に進み、標準

化・汎用化の進展とともに、様々な業種・企

業規模へ広がると見込まれる

✓ 初期負担を抑えられる RaaS（Robotics as a 

Service）など多様な導入形態の普及に伴い、

導入障壁は下がり、ビジネス機会も拡大

AIロボティクスが支援する業務

※1 出典：国土交通省 2024年を「物流革新元年に」(2024年10月31日) 
※2 出典：ヒューマンリソシア株式会社 「建設技術者・技能工の2040年の人材予測（2024年版）」 (2024年6月21日)

ビジネスモデルの変化

様々な業種・企業規模で利
用が進み、汎用業務では
RaaSも選択肢に

特定業務から導入を進め、
適用範囲を段階的に
全社運用へと拡大

現場ごとの環境差・手順差
等を織り込み、特定業務の
運用体制を確立し、商用サ
ービスへ移行

データ整備、基盤となるモ
デルを構築し、実運用に近
い条件で技術・タスク価値
の有効性を確認

流通・小売

定型作業 複合・非定型作業

品出し 清掃・レジ打ち バーチャル店員

AIロボティクスの活用例

物流センター 仕分け・ピッキング 梱包・自律搬送 無人倉庫

建設 資材整理・巡回 資材搬送 重機操作・高所作業

慢性的に労働力が不足

2030年に輸送能力が
9億トン不足※1

2040年に建設技能工は
最大87.4万人不足※2

抱える労働力不足の問題

現場実装×商用化

現場トライアル

特定領域の業務確立

価値創出

汎用利用

大企業の活用

普及拡大

特定業務から全社へ

AIロボティクスの浸透（イメージ）

AIロボット
運用最適化
コンサル

人主導の
業務コンサル

導
入

AIロボット
業務連携
自動実行

手作業の
システム

更新・連携

連
携

AIロボット
トレーニング

作業者
の研修

学
習

AIロボット
運用管理
予知保全

現場監督
事後保全

運
用

AIロボット
レンタル
(RaaS)

アルバイト
の派遣

提
供

プラットフォームで
一元管理
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デジタルの深化、リアルへの拡張

⚫ ①、②により当社の事業領域は拡大。

LLMを成長軸に、AIロボティクスを育成

① デジタルの深化

LLM活用の重心が「業務の中核」へ移行

し、デジタル空間での取り組みが深化、拡

大局面

② リアルへの拡張

AIロボティクスにより、AIの適用領域がデジ

タル空間からリアル空間（フィールドオペレ

ーション）へと広がる

③ 成長ドライブ

LLMを成長ドライバーに位置づけ、AIロボ

ティクス領域を育成

エンタープライズ案件と公的プロジェクトを

並行して推進

※Human in the Loopとは、AIを活用するシステムにおいて、AIの出力する結果に対して人がチェック・フィードバックをすることで、継続的に教師データを作
成できる状態を作りAIの精度を高め続ける仕組み。

人が実行 人が実行

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4

対象プロセス 対象プロセス 対象プロセス 対象プロセス

知識

運用者

データを蓄積

AIが支援

負荷が軽減 人が支援

データを蓄積 データを蓄積

AIが実行

運用者 運用者運用者

人が支援

データを蓄積

AIが実行し、
AIが全体を改善

運用者

STEP 5

AIが実行・
AIが改善・人が支援

AIが実行・人が支援人が実行・AIが支援

対象プロセス

ビジネスプロセス

人

人

AI

AI

AIによる高度化
・一体運用

デジタル空間

リアル空間

基幹システムに相当
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Appendix

取組状況
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取組事例

LLM利活用基盤の構築
旅・おでかけ相談における

LLMの活用開発 設計業務支援にLLMを利活用

照会業務や介護業務における
LLM利活用

LLMを活用した
求人票文案の自動作成

一般財団法人

橋田文化財団

LLMを活用したシステム開発
LLMを活用した

コンテンツ制作支援

LLMを活用した
SEO記事の制作業務支援
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取組事例

インタビュー記事制作に伴う
LLM利活用推進

MR支援Agentの
活用促進及び要件最適化

LLM活用推進に向けた
研修の企画・実行支援

DX推進の中核基盤となる
社内LLM環境構築支援

データ統合基盤を活用した
業務高度化アプリの開発

統計調査業務
におけるLLM活用

エッジAI応用研究
における共同技術検証

照会/顧客対応/医療介護業務等
へのLLM利活用
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取組事例

LLMを活用した対話サービス
「るるぶ＋AIチャット」の構築

京セラ

AIガバナンス体制構築を支援 AIポリシー策定を支援
AI倫理に関するアドバイザリー

及び研修資料作成支援

中古車の販売価格決定業務
におけるAI活用の技術検証

Bizflexアプリの継続改善による
オフィス利便性向上

宇宙船内で利用可能な
音声認識システムを構築

JAXA

※ エンタープライズ領域の取組事例は一部のみのご紹介となりますが、実際には複数のプロジェクトが進行・完了しています。今後、開示可能な事例が整った段階で追加してまいります。
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公的プロジェクトの取組状況

⚫ 公的プロジェクトには、継続して参画し

ており、足元でも関係機関と連携のうえ

推進中

✓ LLMの研究開発は、公的プロジェクトにお

ける当初の目的を達成するととともに、そ

の過程で社内におけるモデルの理解や技術

的な蓄積も着実に進んでおります

✓ これにより、公的プロジェクトに限らず、

当社が手がける各種案件においても、顧客

ごとの高度な業務要件への対応力が高まり、

ミッションクリティカル業務への適用・展

開力の強化に繋がっています

１ LLM構築・周辺技術関連

２ 医療LLM関連

1-1
2024年2月～
2024年8月

日本語LLMの構築と周辺技術
（RAG、Agent機能）の研究開発

1-2
2024年10月～
2025年4月

特化型モデル開発のためのモデルの小型化の研究開発

2025年8月～
2026年2月(予定)

ロングコンテキスト対応基盤モデルと
AIエージェント構築に関する研究開発

2-1 2025年3月まで 日本語版医療LLMの開発、臨床現場における社会実装検証

2026年3月まで
（予定）

電子カルテデータの標準化とレジストリの構築を目的に、
医療LLMを開発

1-3

進行中

2-2

進行中

３ AIロボティクス関連

3-1 2029年8月まで
（予定）

産業における生成AIモデルを活用したロボットの社会実装の可
能性を検証進行中
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NEDO公募のLLM開発事業（第三期）

NEDO ： 国立研究開発法人

新エネルギー・産業技術総合開発機構

• 持続可能な社会の実現に必要な研究開発の

推進を通じて、イノベーションを創出する、

国立研究開発法人

GENIAC：日本の生成AIの開発力強化を目的としたプロ
ジェクト

日本語LLMの構築と周辺技術（RAG、Agent機能）の研究開発

実施期間 2024年2月～2024年8月

特化型モデル開発のためのモデルの小型化の研究開発

実施期間 2024年10月～2025月4月

精度の高い3つの小型モデルを構築し、エッジ環境に実装

第一期

GENIACに、第一期、第二期に続き、

第三期も参画

⚫ 32Bリーズニングモデル、7Bモデルは同規模モデルで世界最高水準の

日本語性能を達成

⚫ LLMの社会実装における課題「コストと精度のトレードオフ」を克服

第三期
ロングコンテキスト対応基盤モデルとAIエージェント構築に関する研究開発

実施期間 2025年8月～2026月2月(予定)

⚫ ミッションクリティカル業務におけるLLMの利活用加速を目指し、

以下の取り組みを実施

➢ セキュリティの高いローカル環境で動作可能な、ロングコンテキスト処

理に優れたLLMの開発

➢ 基盤モデルに基づく業務特化AIエージェントの構築

第二期

⚫ 取組内容：ロングコンテキスト対応基盤

モデルとAIエージェント構築に関する研

究開発

⚫ 実施期間：2025年8月～2026年2月(予定)

進行中

進行中
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（ご参考）
LLMのスケール則とコスト対精度

⚫ LLMのスケール則

✓ LLMにおいて重要な法則がスケール則

（Scaling Laws）となります

✓ 計算量、学習データサイズ、パラメータ数

が大きくなればなるほど、精度が向上する

ことが明らかになっています

✓ 本法則に従う場合、”学習や推論を行う計算

コスト”と”出力される精度”がトレードオフ

の関係性となります

⚫ LLMの社会実装とコスト対精度

✓ ミッションクリティカル業務において求め

られる精度とコストを同時に実現するため

には、本法則にブレークスルーを起こすこ

とが必要と考えています

（参照）Scaling Laws for Neural Language Models
（※） Test lossとは、テストデータを使った精度テストの間違えた数の

こと。小さくなればなるほど精度が高いということが言える。

”計算量、学習データサイズ、パラメータ数が大きくなればなるほど、Test Loss(※)が小さくなり、精
度が上がる”というLLMに関する法則。

計算量 学習データサイズ パラメータ数

スケール則（Scaling Laws）

コスト 精度

LLMの性能にクリティカルな影響を及ぼす

高

低

安

高

Good

Bad

Good

Bad
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（ご参考）スケール則をブレークスルー

⚫ 低コストと高い精度

✓ ファインチューニング前段階で OpenAI の

「GPT-4」を上回る性能を持つ32Bの小型化

モデルを、低コストで構築

⚫ 高い利便性

✓ 小型化の実現により、エッジ環境に実装し、

利便性向上

➢ クラウド不要となり、セキュリティの高

いクローズドな環境で利用可能

➢ コスト負荷が高い遠隔にあるデータセン

ターではなく、オフィスや工場などの環

境下で利用可能

（参考）NVIDIAのエッジコンピューティングデバイ
スにデプロイし、エッジデバイス上でのオー
ケストレーションを実証済

低コストで高い精度を有した、

利便性の高い小型化モデルを構築し、

ブレークスルー

低コストで高い精度を有した、利便性の高いモデルを構築

（参照）https://wandb.ai/

2025年1月時点の主なモデルより抜粋

本モデルは、経済産業省とＮＥＤＯが実施する、国内の生成AIの開発力強化を目的としたプロジェクト「GENIAC（Generative AI Accelerator 
Challenge）」で開発されたものです。

コスト

精

度

高

高

低

低

ai/Yi-1.5-34B-Chat

Meta-Llama-3-70B

karakuri-lm-8x7b-v0.1

weblab-GENIAC/Tanuki-v1.0

Mixtral-8x7B-v0.1

Mistral-Large

OpenAI/gpt 3.5-turbo

OpenAI/gpt-4o

llm-jp-3-172b-beta2

llm-jp-3-172b-beta1

deepseek-v3

Llama-3-Swallow-70B-v0.1

OpenAI/Igpt4

Qwen2.5-32B

EZO-Qwen2.5-32B

Qwen2-72B

Meta-Llama-3.1-70B

c4ai-command-r-plus-08-2024

QwQ-32B-Preview

Llama-3-heron-brain-70B-v0.3

tokyotech-llm/Swallow-70b

OpenAI/gpt-4o-mini

監修：松原仁 / 京都橘大学工学部情報工学科・教授、大学院情報学研究科・教授、情報学教育研究センター長

（※）上記表のうち、精度においては、参照先のTOTAL_AVGスコアより算出。実際の各モデルにはそれぞれ異なる特徴がある。

ABEJA

「AIモデルのスコア化ランキング」
日系首位、グローバル16位にランクイン

日本経済新聞社「NIKKEI Digital Governance」
(2025年3月)公表
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取組体制

NEDO公募の医療LLM事業

⚫ 取組内容：医療DX

電子カルテデータの標準化とレジストリ

の構築を目的に、医療LLMを開発

⚫ 実施期間：2026年3月まで(予定)

⚫ 当社はLLMシステムの開発を担う

具体的には、関係各所と連携し、異なる

フォーマットの電子カルテデータの標準

化や、レジストリ構築・データ変換とい

ったプロセスの自動化等に取り組む

「日本語版医療特化型LLMの社会実

装に向けた安全性検証・実証」の研

究開発を開始

データベースの対応関係を
LLMが自動的に把握

レジストリ構築や任意形式
への変換作業を自動化

予後データを自動トラッキングし
レジストリを随時アップデート

データの収集や変換の自動化を進めることで、利活用が圧倒的に加速

LLMによって異なるデータを繋ぎ、
電子カルテデータの標準化とレジストリ構築を実現

レジストリ：特定の疾患や治療に関する情報を収集・管理するための
データベース

我々が目指す姿

LLM LLM LLM
C病院

電子カルテ

B病院
電子カルテ

A病院
電子カルテ

調査レポート

臨床結果DB Xクリニックレジストリ

レジストリ

指示・フィードバック

進行中 日本語版医療LLMの開発ならびに臨床現場における社会実装検証

代表法人

システムアプリケーションの共通

基盤を提供し、日本語版医療

LLMの追加学習を開発

さくらインターネット研究所

共同研究企業

共同研究機関

専門家
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当社は初期段階から正会員として参画

⚫ 理事長： 尾形 哲也（2024年12月設立）

⚫ 活動内容

✓ AIとロボット技術の融合により、ロボット

がより多くの分野で活躍する社会を実現す

ることを目指す非営利団体

✓ 産業の垣根を超えたオープンかつ大規模な

データ収集と基盤モデルの開発・公開、ロ

ボットデータエコシステムの構築を推進

⚫ 活動スケジュール

✓ 初期段階（2025年）：ベースとなるデータ

セットと基盤モデルの開発・公開

✓ 社会実装段階（2026～2029年）：基盤モデ

ルの改良と社会実装

✓ コミュニティ段階（2030年以降）：AIロボ

ット開発、コミュニティの活性

AIRoAの概要

取組概要

ロボットデータエコシステムを構築

飲食 製造

運搬

清掃介護

小売

医療

AIモデル開発

ロボット開発

通信クラウド提供

基盤モデル

ロボット稼働
データセット

③基盤モデル/
データセット共有⑤AIロボット提供

①共同開発
プロジェクト開始

⑦性能の向上

⑥実世界での稼働データをフィードバック

②データ提供

・・・

正会員企業

SB Intuitions

川田テクノロジーズ

KDDI

GMOインターネット
グループ

Telexistence

デンソー

日立製作所

PwC
コンサルティング

富士通

日本電気

ハイレゾ

さくら
インターネット

トヨタ自動車
未来創生センター

PKSHA Technology

日産自動車

AIRoAは事業者からロボットの
データを再収集し、

AI基盤モデルを高性能化

このサイクルを通じてAIロボットの進化を加速

AIRoAは企業から
データを集め、

AIの基盤モデルを開発

企業はAIRoAから
基盤モデルの提供を受け、
AIロボットを事業者に提供

AIロボット開発企業事業者

・・・

一般社団法人AIロボット協会(AIRoA)に参画

④基盤モデルを個別事例に適応
（事後学習など）/ロボットへの搭載

三菱電機

松尾研究所

2025年10月時点
（50音順）
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産業における生成AIモデルを活用したロボットの社会実装の可能性を検証

NEDO「AIロボティクス事業」に参画

ロボティクス分野の生成AI基盤モ

デルの開発に有効なデータプラッ

トフォームの研究開発

⚫ AIRoAが採択

✓ 本事業規模

• 期 間：2025年10月～2029年8月

• 事業予算：205億円（事業全体）

✓ 上記事業の複数領域について、当社は

AIRoAから委託を受け、関係各所と協力し

推進

⚫ 本事業の目標

1. 高品質データセットの構築

2. 基盤モデルの構築

3. 現場実装×商用化の検討

AI領域におけるノウハウ、

デジタルビジネスの立ち上げやAI導入支援の実績

AIとロボット技術の融合による

ロボットデータエコシステムの構築

データ収集・基盤モデル開発・実証を通じた、ロボティクス分野の生成

AI基盤モデルに不可欠なデータプラットフォームの研究開発

複数ロボット種・ユースケース

において汎用的な知識転移・ス

キル学習が可能な性能を有する

基盤モデルの構築

小売、製造、物流業界中心に、

基盤モデルを応用した個別モデ

ルを実環境で社会実装し、結果

を基に商用展開の可能性を検証

ロボティクス分野の生成AI基盤モデルの開発に向けた
データプラットフォームに係る開発

プロジェクトの目標

01

モデル開発に十分量で世界的競

争力のあるデータを取得する高

品質データセットの構築

高品質データセットの構築

02 03
現場実装×商用化の検討基盤モデルの構築

AIRoA進行中
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（ご参考）ロボットへのAI技術の適用

⚫ これまで

➢ 倉庫や工場などの特定エリアで特定のタスク

を自動化するように、事前に人手でプログラ

ミングされたロボットが主流

➢ ハードウェアやセンサー、制御システムなど

の高性能化により、物理的な作業能力は向上、

一方で複雑な状況判断や臨機応変な対応には

一定の限界

⚫ 今起きていること(LLMとロボットの融合)

➢ LLMは自然言語理解、推論、意思決定支援、

生成などの分野で目覚ましい進歩

➢ このLLMの知的能力とロボット技術を融合す

ることで、ロボットに複雑なタスクや状況に

応じた対処力を付与し、従来のロボットでは

難しい柔軟な動作をリアルタイムで実現可能

➢ 当社は、これまでLLM関連の知見やノウハウ

を蓄積してきており、その適用領域の一つと

して、AIロボティクス領域、VLAモデル構築

等に活用していきます

これまで

今起きていること

カメラ映像

指示：
テキスト/音声

棚のペットボトル
を〇〇まで運んで。

要件定義書：
地点Aに到達次第、

アームX角度：
アームY角度：

要件にもとづいて
制御コードをエンジニアがプログラミング

制御コードに基づいて
ロボットが動作

指示とカメラ映像に基づいて
リアルタイムに制御コードを生成

制御コードに基づいて
ロボットが動作

一点物の特化型ロボット

汎用型ロボット

キーテクノロジーがLLMをベースに進化しているVLAモデル

エンジニアで
なくてもよい

エンジニアが
必須

エンジニアが
必須

極めて細かい精度でのオペレーション
が可能だが、他への応用には限界

細かい精度でのオペレーションが難し
いが、指示を変えるだけで環境に適応
しながらロボットが動作する

VLAモデル
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（ご参考）AIロボティクス領域における

VLAモデルの概要

⚫ VLAモデル（Vision Language Action 

Models、視覚言語行動モデル）

➢ 自然言語（L）と視覚情報（V）を一度に認

識・統合し、適切な動作（A）を生成するAI

モデル

➢ これにより、ロボットは言語指示と視覚情

報を認識し、その情報をもとに行動を生成、

実行することが可能

➢ VLAモデルにおいても、LLMは自然言語で

のやり取りを可能にしているほか、ロボッ

トを通じて取得した大量のデータの学習効

率化、複雑なタスクや状況下における情報

収集・分析、LLMの知識を基にしたモデル

の精度向上や新環境への適応力強化など、

多面的に活用

AIが状況に応じた
行動を推論・生成

• 事前学習データとAI自
体の経験をもとに推論、
生成

• データを蓄積

AIが一度に認識

行動
AIが行動をロボット

に指示・制御

データを
蓄積

ロボットの動作からも学習

ロボット

VLAモデル（Vision Language Action Models）

LLM

• 自然言語と視覚情報を
インプットとして受け
取る

LLM

判断の検証結果、修正など

言語で定義された「ペット
ボトル」という概念と、

視覚的に捉えた「棚にある
ペットボトル」を同一のも

のとして認識し、理解

棚にあるペットボトル
の状況を理解

ペットボトルを運ぶため
の行動（タスク）を生成

ペットボトルを運ぶ行動
（タスク）をロボットに

指示・制御

ロボットが棚に
あるペットボト

ルを運ぶ

ロボットの動作からも学習

例

タスクを
指示

判断の検証結果、修正など

言語

視覚情報

L

V

A

指示：
テキスト/音声

棚のペットボト
ルを〇〇まで運
んで。

※当社はロボットのハードウェアを製造するのではなく、
VLAモデルや周辺システムの構築、ロボットへのインテ
グレーション等を実施

人は指示を行うほか、一連のプロセス（ロボットが指示・状況を認識し、判断を行い、
実際の動作に反映）において、適切なタイミングで人が介入し、

ロボットが下した判断の検証、誤りの修正などを行い、モデルを継続的に更新

人とAIが協調する「Human in the Loop」は当社の一貫した提供価値
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Appendix

ビジネスモデル
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ディープラーニングという技術革新が発表された2012年に、ABEJAを設立

AIの進化とともに成長

AIの進化とABEJAの歩み

2012
画像認識の競技会でトロント大学のグループ

がディープラーニングを用いて圧勝

2012年9月

設立

2012年10月

Deep Learning
研究開発開始

4回の
スクラップアンド
ビルド

MLOps基本機
能の完成

2017年12月

アノテーション
サービス開始

2018年2月

ABEJA Platform
正式リリース

2017年5月

NVIDIAと資本業務提携

2019年3月

Accelerator
AutoMLリリース

(現：ABEJA Platform
に統合)

ABEJA Platformについて、デー
タパイプライン、ワークフロー、
Human in the Loopなどを含めた
大幅なアップデートを実施

2023年6月

東京証券取引所

グロース市場に上場

ABEJAの歩み

AIの進化

2014

オックスフォード大学のマイケルAオズボーン

准教授らが、現在人間が担っている仕事の47

％は20年後になくなると発表

Amazonが世界初のスマートスピーカーを発売

2015 AIの画像認識精度が人間を上回る

2016
囲碁AIのAlphaGoが世界トップ棋士

に勝利する

2017
日本ディープラーニング協会設立、

岡田代表取締役CEOが理事に就任

2019
Googleが自然言語処理の革新的技術

BERTを検索エンジンに導入

2020
スマートスピーカーの年間出荷台数が1

億台を突破

2022
言語の理解度を図るベンチマークテスト

SuperGLUEのスコアでAIが人間を上回る

2018年12月

Googleから資金調達

2024年2月

経済産業省

GENIACに採択

2023年3月

LLMの商用提供

を開始

2022
OpenAIがChatGPTを公開

GPT-3.5、GPT-4が発表

2024 OpenAIがSoraを発表

2024 OpenAIがo1 Previewを発表

2018年12月

大規模言語モデル

研究開発

開始
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マネジメント体制

⚫ 岡田CEOと小間COOの代表取締役2名

体制により、機動的な事業運営が可能

経営戦略、技術研究、外部向け

情報発信を管掌

10歳からプログラミングをスタート。高校で

CGを専攻し、文部科学大臣賞を受賞。CG関連

の国際会議発表多数。2012年9月、当社を起業。

日本ディープラーニング協会理事、那須塩原

市DXフェロー、一般社団法人AIロボット協会

理事のほか、人工知能戦略専門調査会、AI・

データ契約ガイドライン検討会、AI時代の知

的財産権検討会などの政府有識者委員を歴任。

ヤフー(株) で、エンジニア兼データサイエン

ティストとして、検索サービスや機械学習・

自然言語処理を用いた製品開発に携った後に、

本部長・統括ディレクターとして、全社統合

データ組織の組成～戦略立案～執行を指揮。

その後、(株) リクルートホールディングスで

データ・AI戦略統括部長を務めた。2020年9月

に当社参画。

岡田 陽介

組織、業務執行全般を管掌

小間 基裕代表取締役CEO 代表取締役COO
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AIの体系と当社認識

関連する用語がどのような前後関係

にあるのか

⚫ 人工知能（Artificial Intelligence, AI）

を大枠として捉えています

⚫ 機械学習（Machine Learning, ML）、

深層学習（Deep Learning, DL）の中に、

生成AI（Generative AI, GAI）が内包さ

れると当社では取り扱っております

⚫ 生成AIの中に、大規模言語モデル

（Large Language Model, LLM）や拡

散モデル（Diffusion Model）を筆頭に

様々なモデルが内包されます

（※） 生成AIについては、明確に深層学習に内包されているものではございませんが、昨今の技術動向を踏まえて本資料では内包したものとして取り扱っております 。

人工知能（Artificial Intelligence, AI）

機械学習（Machine Learning, ML）

深層学習（Deep Learning, DL）

生成AI（Generative AI, GAI）

大規模言語モデル（Large Language Model, LLM）

拡散モデル（Diffusion Model）

・・・

デジタルトランスフォーメーション（Digital Transformation, DX）

達成するために必要な技術として下記のようなものがあると認識しております。
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⚫ AIの実用化には乗り越えなければならな

い課題が存在

✓ 「魔法の川」

✓ 「データの谷」

✓ 「精度の壁」

✓ 「オペレーションのデコボコ道」

AIの課題

AI導入の4つの課題とは

M a g i c  
R i v e r

魔法の川

A c c u r a c y  
W a l l

精度の壁

D a t a  
V a l l e y

データ
の谷

O p e r a t i o n  B u m p y  
R o a d

オペレーションの
デコボコ道
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AIの課題

なぜ多くのAI導入企業は

PoCで終わってしまうのか？

⚫ 多くのAI導入企業のPoC※1においては、

運用初期からAIを最大限に活用しようと

し、思うように精度が上がらずに頓挫す

ることが少なくない 多くのAI導入企業が抱えるPoCの課題

データ量が少なく
AIが効果的に学習できない

PoCを繰り返しても
思うように精度が高まらない

失敗が許されないものは
AIに任せられない

出典：アクセンチュアニュースリリース「アクセンチュア最新調査―AI活用において、

60％以上の企業が概念実証に留まる」（2022年6月23日）

※1 PoC：Proof of Conceptの略称で、構想、企画した AI システムが意図した結果を生み出すかを確認するために、AI の精度などの不確実性が高い部分に絞り実験的
に検証すること。

※2 BPR：Business Process Re-engineeringの略称で、企業活動や組織構造、業務フローを再設計すること。

通常のAI導入企業のステップ

63％

AI活用において

PoCに留まっている

企業の割合

投資期間
回収
期間

テーマ選定
1st 
PoC

2nd
PoC

3rd
PoC

4th 
PoC

実運用BPR
※2
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デジタル版EMS

コンサルティングから

ABEJA Platform上でのオペレーション

までを一括支援

⚫ 顧客企業はこのデジタル版EMSを採用す

ることで、ABEJA Platform上の必要な

機能をピックアップして、企業のビジネ

スプロセスに配置することができます

⚫ これにより、自社で開発するよりも迅速

に実装ができ、最新の技術を継続的に利

用できるとともに、コストダウン等を図

ることができます

⚫ ABEJA Platform上で効率的なKAIZEN活

動を行うことにより、より高度なオペレ

ーションを実現することができます

新たな課題への対応

製造する製品を把握し
設計図を描く

要望に応じた
製造ラインを構築

製造ラインを
使用して製造

当社のビジネスにおいて実際に行う業務

コンサルティング ABEJA Platform上で
ビジネスプロセスを構築

ABEJA Platform上で
オペレーション開始

オペレーションイメージ図

KAIZEN

● 全体戦略策定
● バリューチェーン、サプライチェー

ン全体を再定義
● 全体のビジネスプロセスがABEJA

Platform上で機能することをシミュ
レーション

● 必要なデジタル人材育成、組織組成

● ビジネスプロセスにABEJA
Platformを導入

● 既存システムとのインテグレー
ション

● 顧客企業が実行するためのコミ
ュニケーションエクスペリエン
スを構築

● ABEJA Platform上でのオペレー
ション実行

● 人とAIが協調したミスが発生し
づらいオペレーションが可能

● AIの関与率をコントロールしな
がら、オペレーションを高度化

トランスフォーメーション領域 オペレーション領域

用意されたパーツを
組み合わせる

製造ライン
改善

KAIZEN担当者

外部と
の連携

工場長

精度向上

高度化

外部と
の連携

KAIZEN担当者 工場長

確認確認
指示 情報

連携して構築
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コアレイヤー

オペレーションを定義する

セキュリティレイヤー

セキュリティを保つ加工を施す

コンピューティングレイヤー

計算リソースを提供

BaaS※レイヤー

汎用的な学習済みAIを準備

属性・人動作推定 混雑度推定 需要予測

UI/UXレイヤー

ユーザ接点に必要な画面を準備

ガードレール
不適切発言

除外

大規模分散計算クラスタ

文字起こし

提案書構成 ナレッジ検索 チャットボット

Fine- tune
Pre/Post
Training

UI/UXビルダー チャットボ
ットUI

業務特化
UI

MTG支援
UI

PJ支援
UI

コネクトレイヤー

必要なデータをインプットする
顧客側
SaaS

会議支援

Sensor

匿名加工 暗号化 認証・認可

クラウド エッジ

類似画像・動画検索 顔認証 異常検知

複号化

オン
プレミス

顧客側
クラウド

ABEJA
LLM

プライバシー
フィルタ

機密情報
フィルタ

RAG Agent

Camera 各種ファイル
DWH

他社提供
API

Input / Output
モジュール

HITL データ生成・収集 データ加工

AIモデリング 予測制御 シミュレーション

プロセスデジタルツイン スケジューリング 複数ロボット協調

自律移動 ピッキング 障害物回避 リアルタイム対話

アクチュエータ
環境情報

タスク抽出

ABEJA Platform

ロボティクスの世界を視野に捉えた生成AIをはじめとする最先端技術を人とAIの協調により運用するプラットフォームに進化

※BaaSとは、Backend as a Serviceの略称
で、アプリケーションのバックエンド機能
を提供するクラウドサービス。

ABEJA Platformに実装されたロボティクスの構成技術

LLMの周辺技術を用いて、ロボットが自律的なタスクなども実行できる精度を実現

SNS

• プラントなどの自動運転や商用ロボットの自動化などへの適用
• ロボットの自律的なタスクの実行を支援

中長期的な
想定ケース
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人とAIが協調する
「Human in the Loop」の仕組み

ABEJA Platformに運用ノウハウや

知識データを蓄積し、人とAIが協調

してオペレーションする環境を創出

⚫ 人がやっていたことを徐々にAIに移管

⚫ 人とAIが協調する環境を創り出すことで、

「当初より本番運用を可能」にするとと

もに、失敗が許されない「ミッションク

リティカルな領域でのサービス提供に成

功」しています

⚫ 最終的にはAIが全体を実行することで、

AI自体が改善を進めることが可能となり、

オペレーションの高度化が実現されます

※Human in the Loopとは、AIを活用するシステムにおいて、AIの出力する結果に対して人がチェック・フィードバックをすることで、継続的に教師データを作
成できる状態を作りAIの精度を高め続ける仕組み。

人が実行 人が実行

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4

対象プロセス 対象プロセス 対象プロセス 対象プロセス

知識

運用者

データを蓄積

AIが支援

負荷が軽減 人が支援

データを蓄積 データを蓄積

AIが実行

運用者 運用者運用者

人が支援

データを蓄積

AIが実行し、
AIが全体を改善

運用者

STEP 5

AIが実行・
AIが改善・人が支援

AIが実行・人が支援人が実行・AIが支援

対象プロセス

ビジネスプロセス

人

人

AI

AI

AIによる高度化
・一体運用

デジタル空間

リアル空間

基幹システムに相当
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ABEJAによる伴走

「Human in the Loop」により

実現するゼロPoC

⚫ ABEJA PlatformとHuman in the Loopが

融合することで、PoCの概念はなくなり

ます

⚫ 早期から投資回収が可能となり、最終的

にはAIによる高度化を進めることで、革

新期間を生むことができます

投資期間 回収期間

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4

全
体

設
計 BPR

インテグ
レーション

投資期間 回収期間

通常

テーマ選定
1st 
PoC

2nd
PoC

3rd
PoC

4th 
PoC

本
番
環
境

STEP 5

革新期間

ビジネスプロセス

人

人

AI

AI

AIによる高度化
・一体運用

デジタル空間

リアル空間

基幹システムに相当
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ミッションクリティカル業務におけるサービス提供

ミッションクリティカル業務におけるAI導入支援を拡大し、継続的な取引関係を構築

ミッション

クリティカル

業務

コア業務

マーケティング

問合せ対応

人事採用

情報収集

勤怠管理

営業管理

承認ワークフロー

スケジュール管理

● 高いAIに関するノウハウ・知見が求められる

● 技術的難易度が高く、実用化に時間がかかる

● 顧客の戦略が変わっても他のシステムに乗り換えにくい

ABEJAの注力範囲

サービス提供開始

複数の業務に取り組み範囲を広げ、

重層的に顧客企業のAI導入を推進

トランスフォーメーション領域 オペレーション領域

進展度

ミッション
クリティカル

業務

周辺
業務

PJ①

PJ②

PJ③
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ABEJA Platformを活用した事例

（三菱ガス化学様）

⚫ 工場内配管の腐食度の定常的な検査・

モニタリングにAIを活用し、人とAIが協

調しながらAIモデルが成長する仕組みを

構築

事例

従来のプロセス

導入後の
プロセス

現場で配管を撮影

エクセル添付

ABEJA Platformに
画像データを蓄積

配管の
腐食度合いを

自動判定

予測精度
向上

目視で
確認

データベース

ABEJA Platformが
要注意箇所を指摘

AIモデルが
成長し、人の負担は

徐々に軽減

人の負担

人に負担が
かかり続けていた

時間軸

目視で
確認

画像
データ
蓄積

人の負担

時間軸

AIの精度

現場で配管を撮影
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ABEJA Platformを活用した事例

（ダイキン工業様）

⚫ 空調機器の訪問修理に必要となる部品を

AIで予測、人とAIが協調しながらAIモデ

ルが成長する仕組みを構築

事例
• オペレーターの部品選定スキルが属人化されており

対応にバラツキあり

• 1回の訪問で修理が完了するのは半分以下

経験で
部品を選定

カスタマー オペレーター 修理エンジニア

必要な
部品を指示

修理が完了しない場合は再訪問

※2018年から約4年間取り組んだ過去の取組実績

従来のプロセス

導入後の
プロセス

課題

• 平均訪問回数が下がり、コストは数分の1に削減された

• システム化による業務効率化に寄与した
成果

故障内容を
伝達

部品を
持参

修理訪問

カスタマー オペレーター 修理
エンジニア

必要な
部品を予測

故障内容を
伝達

予測をもとに
部品を選定

修理
訪問

修理が完了しない場合は再訪問

問い合わせ
情報入力

正しい
情報を

フィード
バック

再学習・
予測精度向上

データ
ベース
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業種横断的な取組事例

顧客業種 取組内容 想定する効果

小売 販売データに基づく販売在庫の自動発注最適化システムの構築・運用 食品サプライチェーンの最適化

プラント
画像データに基づきプラントインフラの定期的検査・モニタリングを行う

AIシステムの構築・運用
保守人員の削減

製造業 トラブル等のデータに基づき対処方法を選定するAIシステムの構築・運用 トラブル対応コストの削減

電力 稼働データに基づく電力需要予測システムの構築・運用 電力量の効率的コントロール

医療 画像データに基づく疾患検出AIシステムの構築・運用 予防医療と関連疾患の早期発見

介護 介護データに基づく被介護者の自立支援システムの構築・運用 介護従事者の効率性向上、サービス品質向上

金融 アンダーライティング（引受業務）の高度化を行うための支援 引受工数削減、リスクマネジメントの高度化、収益向上

情報 購入データに基づくコンテンツレコメンドAIシステムの構築・運用 利用者の利便性の向上、購入率の向上

不動産
ハイブリッドワーク（オフィス出社とリモートワーク）下における

情報・コミュニケーション格差が発生しないためのオフィス環境の構築・運用
入居者ターゲットの拡充

中間流通 効率化のためにDX化すべきオペレーションを予測するシステムの構築・運用 中間工数の削減
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ABEJA Platformの今後の拡がり

適用領域の拡大

多少の誤差は
許容され得る

事業に
大きな影響

人の生命に
影響

ミッションクリティカル性

• 映像で人の動きを分析

• 広告業界での画像解析によるト
レンド分析

• 小売店での来店客属性分析

• 製造現場での作業員動作分析

• マーケティングにおけるSNS画
像の分析

• 店舗の棚割り最適化のための画
像分析

• 物流業での荷物状態確認

• 認知症予防のコミュニケーショ
ン促進ロボットの開発

• 社内の営業情報を検索、その情
報を要約

• 求人票の文章を自動生成

• SEO記事を自動生成

• マーケティングメールの自動作
成

• 製品マニュアルのドラフト生成

• 社内ニュースレターの作成

• ECサイトでの商品レコメンド

• マーケティングキャンペーンの
効果予測

• パーソナライズ学習プログラム
の提案

• 社内コミュニケーションの活性
化支援

• 設備メンテナンスの予測

• 価格設定の最適化

• 製造業における部品の欠陥検知

• 食品業界における異物検出

• 在庫管理での商品自動分類

• 品質管理での製品外観検査

• 物流センターの荷物仕分自動化

• インフラ設備の劣化予測とメン
テナンス最適化

• 鉄道の線路検査自動化

• エネルギー施設のモニタリング
と異常検知

• 問合わせ窓口のチャットボット

• ソースコードを自動生成して設
計開発の効率化

• 商談を分析し、営業にフィード
バック

• カスタマーサポートのFAQ応答

• 契約書のレビューとリスク指摘

• 法的文書の作成とコンプライア
ンスチェック

• 商品毎の売上予測、仕入計画の
最適化

• 生産スケジューリングの最適化

• 顧客の信用スコアリング

• 在庫管理と需要予測の統合

• 機械設備の故障予測

• 物流ルートのリアルタイム最適
化

• サプライチェーンのリスク管理

• 化学プラントの腐食度合い特定

• 建設現場での危険行為検知

• 自動車の自動運転での歩行者検
出

• 医療画像の診断支援

• セキュリティシステムでの不審
者検知

• 災害時の被災者捜索での画像解
析

• トンネルや橋梁の劣化検出

• 医療診断と治療プランの提案

• 災害時の指揮命令文の自動生成

• 緊急時の通信指令システム

• 高度なセキュリティシステムで
の脅威分析

• 医療電子カルテのレビュー

• 製薬プロセスでの品質管理

• 化学プラントの自動運転

• 手術支援ロボットの制御

• 自動車の自動運転

• 生命維持システムの管理

• 航空機の自動管制

• サイバー攻撃の予測と防御

⚫ ABEJA Platform、ABEJA LLM Series

を活用可能と考えている領域の例示とな

ります

⚫ ミッションクリティカル性の高い業務を

含め、適用可能な領域は広いと捉えてい

ます

⚫ 今後、前述の取り組みや個々の案件でユ

ースケースを創出していく中で、ABEJA 

Platform、ABEJA LLM Seriesの適用領

域の拡大を図ってまいります
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企業内教育機関の組成
による高スキル人材の育成

当社はテクノプレナーシップの基本

精神に基づき、SDGs（持続可能な開

発目標）の各目標に取り組む企業を

支援しています

SDGsの取り組み

簡易的検査手法における
予防医療と早期発見

「ABEJA Platform」による
データ分析基盤の提供

気候変動リスクが少ない
化学物質の開発支援

電力利用傾向に合わせた
需要予測による供給調整

「ABEJA Platform」の
パートナーシップ構築

リモートと連携した
新しいオフィス環境の提供

サプライチェーンの最適化と
再利用プロセスの設計

食品サプライチェーンの
最適化によるロス軽減

当社のサービスが利用されている項目と具体的な事例
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SaaS系

コ
ア
な
業
務
プ
ロ
セ
ス

ラ
イ
ト
な
業
務
プ
ロ
セ
ス

導入負荷 低

AIベンダー

BPO

システム
インテグレーター

ITコンサル

導入負荷 高

参入障壁

⚫ 堅牢で安定的な基盤であるABEJA 
Platform

⚫ Human in the Loopによるミッシ
ョンクリティカルな領域での適用

⚫ ABEJA LLM Seriesによる改善オペ
レーションへの適用

⚫ 300社以上への導入実績、ノウハウ

ユニークなポジショニング

ミッションクリティカル業務への導入

を低負荷で推進可能なユニークな存在
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最先端技術を活用した案件が多数1

人材の採用、育成とカルチャーの熟成

テクノプレナー人材の
拡充

当社のミッションや
事業内容への共感

積極的な人材採用

働きやすく自己研鑽できる
環境づくり・仕組みの構築

多様な経歴、専門性の蓄積

高い意欲を持った優秀な人材を採用・育成

し、顧客ニーズの多様化に迅速に対応

Deep Learning等の最先端技術が求められる案件に関

与することができるため、技術レベルの高いDS、DE

に最適な環境

世の中では PoC で止まってしまうPJが多いが、実運用

から逆算する思想や、実運用まで持っていくためのノ

ウハウは魅力的

社内の技術に対する意識が高く、ビジネスサイドも技

術へのリスペクトがあり、セールス、コンサル、DS、

DEの垣根がなく、幅広い経験を積める

実運用を目指す思想とノウハウ2

技術オリエンテッドなCDO※輩出集団3

※CDOとは「Chief Digital Officer」の略で、「最高デジタル責任者」

継続的な人材採用と育成

当
社
の
魅
力

優秀な人材の採用と確かな育成により、

テクノプレナー人材を継続的に創出

⚫ テクノプレナー人材とは

テクノロジーを使ってビジネスにイノベ

ーションをもたらす人材



©  ABEJA, Inc.63

本資料は、情報提供のみを目的として当社が作成したものであり、当社の有価証券の買付け又は売付け申し込みの

勧誘を構成するものではありません。

本資料に含まれる将来予想に関する記述は、当社の判断および仮定並びに当社が現在利用可能な情報に基づくもの

です。将来予想に関する記述には、当社の事業計画、市場規模、競合状況、業界に関する情報および成長余力等が

含まれます。そのため、これらの将来予想に関する記述は、様々なリスクや不確定要素に左右され、実際の業績は

将来に関する記述に明示又は黙示された予想とは大幅に異なる場合があります。したがって、将来予想に関する記

述に全面的に依拠することのないようご注意ください。

本資料には、当社の競争環境、業界のトレンドや一般的な社会構造の変化に関する情報等の当社以外に関する情報

が含まれています。当社は、これらの情報の正確性、合理性および適切性等について独自の検証を行っておらず、

いかなる当該情報についてこれを保証するものではありません。

免責事項
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